
日本経済新聞 令和 6年 (2024年)11月 4日付朝刊 (社会面)

足
一暴
の
模
機
、災
宝
圏蠅
の
瑯
一冤
烙
珈
饉

様
（

「
足
紋

（そ
く
も
ん
）
」

の
読
み
取
り
が
完
了
し
た
。

．

１０
月
１９
日
、
熊
本
市
で
開
か

れ
て
い
た
国
内
最
大
級
の
防
災

イ
ベ
ン
ト

「
ぼ
う
さ
い
こ
く
た

い
２
０
２
４
」
の
会
場
に
、
Ｎ

，
Ｐ
Ｏ
法
人
、
全
国
足
紋
普
及
協

会

（東
京

一
品
州
）
の
ブ
ー
ス

を
訪
ね
た
。

イ
ス
に
腰
掛
け
て
ヽ
靴
と
靴

　

指
紋
と
‐‐同
じ
ぐ
足
紋
は

一
人

の
足
の
裏
は
見
な
い
の
で
」
な

下
を
脱
ぐ
。
片
足
ず
つ
専
用
ス

ひ
と
リ
パ
ダ
・ト
ン
が
異
な
り
、　
′
・ど
と
笑
い
な
が
ら
、
担
当
者
の

キ
ャ
ナ
ー
の
上
に
置
ぎ
、
ぐ
っ
　
生
涯
変
化
し
な
い
９
足
紋
協
会

説
明
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
　

・

と
力
を
込
め
る
。
こ
の
間
わ
ず

は

「災
害
時‐
の
身
元
確
認
に
活

　

災
害
の
際
、
損
傷
な
ど
で
確

か
数
十
秒
。
足
の
裏
に
あ
る
紋

用
で
き
る
」
と
普
及
を
目
指
し
、
認
で
き
な
い
遺
体
は
指
紋
や
歯

「 こんなふうにして足紋 ってはかれる
んだ」。採取体験にチ ャレンジした安

武桜祐くん (3)-10月 19日 、熊本市

各
地
で
採
取
体
験
会
を
開
い
て

き
た
。

「
子
ど
も
に
防
災
の
意
識
を

持
た
せ
た
く
て
」

「
足
紋
と
い

う
言
葉
が
気
に
な
っ
た
」
。
こ

の
日
は
若
者
や
家
族
連
れ
な
ど

６２
人
が
採
取
を
体
験
。
読
み
取

っ
た
足
紋
を
印
刷
し
た
証
明
書

を
受
け
取
り
、

「
ふ
だ
ん
自
分

型
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
に
よ
る
鑑
定
が

行
わ
れ
る
。
だ
が
警
察
が
保
管

し
て
い
る
対
照
可
能
な
指
紋
は

逮
捕
さ
れ
た
人
な
ど
に
限
ら
れ

る
。
歯
型
は
治
療
記
録
の
存
在

が
大
前
提
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
の
照
合

に
も
遺
体
と
親
族
の
も
の
な
ど

２
件
の
鑑
定
が
必
要
で
、
日
数
、

費
用
が
か
か
る
。

足
紋
協
会
の
理
事
、光
』県
（み

つ
ざ
ね
）
章
さ
ん

（７６
）
は
警

視
庁
の
鑑
識
課
長
や
捜
査
１
課

長
を
務
め
た
。
退
官
後
、
２
０

１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
遺

体
の
取
り
違
え
が
起
き
た
こ
と

を
知
り
、

「
何
か
い
い
手
段
は

な
い
か
」
と
考
え
、
思
い
至
っ

た
の
が
足
紋
だ
っ
た
。

靴
や
靴
下
を
は
い
て
い
る
ケ

ー
ス
が
多
く
、
足
紋
は
損
傷
を

受
け
に
く
い
。
指
紋
の
よ
う
に

捜
査
や
生
体
認
証
な
ど
で
日
常

的
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
採
取
す
る
こ
と
へ
の
抵
抗

感
も
強
く
な
い
。

「捜
査
に
使
う
指
紋
は
最
後

は
人
の
目
で
判
断
す
る
が
、
災

害
時
の
身
元
確
認
で
あ
れ
ば
自

動
照
合
で
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
判

，
定
が
可
能
。
警
察
官
を
被
災
者

の
救
援
な
ど
ほ
か
の
任
務
に
振

り
向
け
ら
れ
る
」
（光
一県
さ
ん
）
。

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
に
依
頼
し

て
足
紋
の
読
み
取
り

・
照
合
の

た
め
の
機
器
を
開
発
し
、
足
紋

協
会
を
設
立
し
た
。

個
人
情
報
な
の
で
、
採
取
し

た
足
紋
を
だ
れ
が
ど
う
保
管
す

る
か
と
い

っ
た
課
題
も
多
い
。

こ
の
た
め
現
状
で
は
足
紋
を

コ

ピ
ー
し
、
親
族
ら
で
持
ち
合
う

こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

自
宅
で
採
取
す
る
キ

ッ
ト
も

作

っ
た
。
指
紋
採
取
で
も
使
わ

れ
る
無
色
の
イ
ン
ク
を
足
裏
に

塗
り
、
こ
れ

に
反
応
す
る
紙
に

押
し
て
浮
き
上
が
ら
せ
る
。

「
認
知
症
の
高
齢
者
が
行
方

不
明
に
な
る
よ
う
な
問
題
で
も

役
立

つ
の
で
は
。
ま
ず
は
足
紋

と
い
う
存
在
、
そ
し
て
災
害
時

の
身
元
確
認
の
選
択
肢
に
な
る

と
い
う
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
光
員
さ
ん
。

採
取
用
の
キ

ッ
ト
は
、
７
０

０
円
程
度
の
実
費
で
入
手
で
き

る
。
問
い
合
わ
せ
は
全
国
足
紋

普
及
協
会

（
電
子
メ
ー
ル
〓
彗

」
Ｆ
Ч
ｏ
府
」
◎
∽
ｏ
府
」
澤
Ｏ
Ｐ
８

８

０
０
３

・
３
２
９
８

・
２
３

０
０
）
ま
で
。．

（坂
口
祐

一
）
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